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原
子
力
規
制
委
員
会
は

五
月
一
八
日
福
島
第

一
原
発
事
故
汚
染
水
海
洋
放
出
計
画
に
つ
い
て
審

査
・
了
承
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
後
に
正
式

に
認
可
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
ト
リ
チ
ウ
ム
や
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
等
放
射
性
汚
染
水
の
福
島
原
発
沖

へ
の
放
出
は
、
地
球
環
境
上
極
め
て
重
大
な
問
題
で

あ
り
、
国
内
外
に
、
広
範
な
反
対
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

二
〇
一
一
年
の
事
故
後
、
地
下
汚
染
水
の
流
出
を

巡
っ
て
民
主
党
政
権
時
代
の
「
事
故
対
策
工
程
表
」

に
は
「
ダ
ム
工
法
に
よ
る
巨
大
遮
水
壁
」
の
構
想
が

あ
り
ま
し
た
が
、
東
電
は
「
凍
土
方
式
遮
水
壁
」
を

採
用
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
未
だ
に
地
下
水
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
出
来
な
い
状
況
で
す
。
青
函
ト
ン
ネ

ル
工
事
等
の
地
下
土
木
技
術
を
持
つ
日
本
で
、
事
故

原
発
を
迂
回
さ
せ
る
地
下
水
脈
流
路
確
保
が
出
来

な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
汚
染
水
貯
蔵
に
つ

い
て
も
原
子
力
市
民
委
員
会
な
ど
有
識
者
か
ら
「
巨

大
タ
ン
ク
方
式
」
あ
る
い
は
「
モ
ル
タ
ル
固
化
方
式
」

を
採
用
し
安
全
貯
蔵
に
よ
る
「
百
年
以
上
の
放
射
線

の
減
衰
」
を
待
つ
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
こ
の
案
に
つ
い
て
も
、
政
府
と
東
電
は
十
分
に

審
議
検
討
す
る
こ
と
も
な
く
安
易
な
放
射
性
汚
染

水
海
洋
放
出
を
選
択
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

根
本
に
放
射
能
の
内
部
被
ば
く
に
つ
い
て
の
驚

く
べ
き
無
理
解
、
無
視
が
あ
り
ま
す
。

汚染水を海に流すな
雨の中のスタンデイング

東京電力本社前
ＦｏＥジャパン の動画から

https://foejapan.org/issu

e/20201023/2836/

流
れ
続
け
る
汚
染
水

福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
デ

ブ
リ
の
冷
却
水
処
理
と
地
下
水

汚
染
問
題
は
急
務
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
対
策
は
後
手
に
回
り
ま
し

た
。
二
〇
一
三
年
夏
の
参
議
院
選

挙
後
に
東
電
と
政
府
は
、
原
発
の

地
下
か
ら
一
日
約
三
〇
〇
ト
ン

の
汚
染
水
が
海
に
流
出
し
て
お

り
、
保
管
タ
ン
ク
か
ら
約
三
〇
〇

ト
ン
の
高
濃
度
汚
染
水
が
漏
れ

た
と
公
表
し
、
規
制
委
員
会
は

「
レ
ベ
ル
３
相
当
」
の
事
故
と
発

表
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
東
電
は
凍
土
遮
水
壁

方
式
を
採
用
、
一
〜
四
号
機
周
囲

に
全
長
一
・
五
キ
ロ
、
一
六
〇
〇

本
の
凍
結
菅
に
冷
却
液
を
通
し

て
凍
土
壁
を
作
り
、
二
〇
一
六
年

三
月
か
ら
凍
結
を
開
始
し
二
年

近
く
経
て
全
面
凍
結
し
ま
し
た
。

し
か
し
二
〇
一
九
年
一
二
月
か

ら
二
〇
二
一
年
一
月
ま
で
に
五

ヶ
所
で
冷
却
液
が
漏
れ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
り
、
ま
た
二
〇
二
一
年

一
一
月
に
は
一
部
の
エ
リ
ア
で

温
度
が
上
昇
、
プ
ラ
ス
一
三
度
の

融
解
状
態
に
ま
で
な
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
今
年
一
～
二

月
に
も
冷
却
液
漏
れ
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
も
と
も
と
ト
ン
ネ
ル

工
事
な
ど
の
小
規
模
、
短
期
間
の

止
水
技
術
で
、
国
と
東
電
は
当

初
、
「
建
屋
の
止
水
を
終
え
る
二

〇
二
一
年
三
月
ま
で
の
運
用
」
と

い
い
ま
し
た
が
、
建
屋
の
止
水
工

事
は
着
手
さ
れ
て
お
ら
ず
、
運
用

終
結
の
当
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。
汚

染
水
は
二
〇
二
〇
年
に
は
一
四

〇
ト
ン
／
日
ま
で
減
り
ま
し
た

が
、
二
〇
二
五
年
に
ゼ
ロ
と
す
る

当
初
の
目
標
は
達
成
困
難
で
、
一

〇
〇
ト
ン
／
日
に
後
退
さ
せ
ま

し
た
。
凍
土
壁
の
効
果
も
検
証
さ

れ
て
お
ら
ず
、
冷
却
液
の
循
環
や

冷
却
に
使
わ
れ
る
電
気
代
な
ど
、

毎
年
数
億
円
が
維
持
管
理
に
か

か
っ
て
お
り
、
す
べ
て
電
気
利
用

者
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
の

海
洋
放
出
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

政
府
は
増
え
続
け
る
汚
染
水

を
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
し
、
そ
の
海
洋

放
出
を
決
定
、
規
制
委
員
会
も
了

承
し
ま
し
た
。
直
後
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

ラ
フ
ァ
エ
ロ
・

グ
ロ
ッ
シ
事
務

局
長
は
日
本
の
決
定
を
歓
迎
し
、

海
洋
放
出
処
分
は
技
術
的
に
実

施
可
能
で
あ
り
、
国
際
慣
行
上
も

問
題
な
い
と
表
明
し
ま
し
た
。

本
来
、
事
故
後
に
発
生
す
る
汚

染
水
は
最
善
の
方
法
で
環
境
か

ら
遮
断
す
る
の
が
筋
で
、
凍
土
壁

が
ダ
メ
な
ら
別
の
方
法
に
切
り

替
え
る
べ
き
で
す
。
汚
染
水
を
限

り
な
く
ゼ
ロ
に
す
べ
く
知
恵
を

出
し
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
時
に
、

安
易
な
海
洋
放
出
を
良
し
と
す

る
言
語
道
断
の
意
見
表
明
と
い

え
ま
す
。

（
Ｊ
）
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Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
に
は
測

定
し
て
い
る
放
射
性
核
種
だ

け
で
六
四
種
類
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
間
違
い
な
く
放
射

性
汚
染
水
で
す
。
経
産
省
、

東
電
は
再
除
去
し
て
基
準
値

以
下
に
薄
め
て
放
出
す
る
か

ら
健
康
被
害
は
全
く
心
配
な

い
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

ん
な
放
射
性
汚
染
水
を
大
量

に
放
出
し
て
全
く
何
も
起
き

な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
．

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

９
０

汚
染
水
の
放
射
性
核
種
の

中
で
最
も
恐
ろ
し
い
の
は
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
で
す
。
東

京
電
力
の
資
料
に
は
、
「
ア

ル
プ
ス
除
去
装
置
の
再
浄
化

の
性
能
試
験
で
基
準
値
の
二

一
五
五
倍
あ
っ
た
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
９
０
が
基
準
値
の
〇
・

〇
〇
一
二
倍
ま
で
除
去
出
来

た
」
と
あ
り
ま
し
た
。
当
初

き
ち
ん
と
回
収
出
来
な
か
っ

た
も
の
を
同
じ
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
で

二
〇
〇
万
分
の
一
近
く
ま
で

除
去
出
来
た
と
は
信
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９

０

は
骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
と
置

き
換
わ
る
と
長
期
間
体
内
に

残
り
、
わ
ず
か
で
も
放
出
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

卜
リ
チ
ウ
ム

回
収
が
困
難
な
ト
リ
チ
ウ

ム
は
健
康
被
害
は
な
い
と
か
、

被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

と
、
政
府
経
産
省
は
言
っ
て

い
ま
す
が
本
当
で
し
ょ
う
か
。

加
圧
水
型
の
原
発
は
ト
リ
チ

ウ
ム
を
沢
山
放
出
し
そ
の
周

辺
で
は
白
血
病
の
多
発
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
最
も
多
く
放
出
し

て
き
た
九
州
電
力
玄
海
原
発

で
は
玄
海
町
に
近
い
ほ
ど
白

血
病
に
よ
る
死
者
の
割
合
が

多
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。
（
上
左
図
）

ま
た
、

カ
ナ
ダ
の
重
水
炉
の
原
発
は

加
圧
水
型
よ
り
大
量
の
ト
リ

チ
ウ
ム
を
放
出
し
周
辺
で
は

白
血
病
の
他
、
死
産
・
流
産
、

先
天
性
異
常
の
多
発
も
環
境

団
体
の
論
文
で
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
英
国
の
再
処
理
工

場
の
周
辺
の
村
で
は
白
血
病

の
多
発
に
つ
い
て
事
業
者
も

認
め
て
い
ま
す
が
原
因
は
不

明
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
リ
チ
ウ
ム
は
水
素
で
す

か
ら
生
物
の
体
内
に
容
易
に

入
り
遺
伝
子
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
も
入

っ
て
い
き
ま
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
に

入
っ
た
ト
リ
チ
ウ
ム
が
崩
壊

す
る
と
、
遺
伝
情
報
が
く
る

い
、
被
曝
と
は
異
質
の
影
響

が
出
ま
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
は

他
の
放
射
性
物
質
よ
り
恐
ろ

し
い
と
言
う
学
者
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

放
射
能
に
よ
る
健
康
被
害

は
急
性
障
害
で
な
け
れ
ば
数

年
以
上
経
た
な
い
と
出
て
来

な
い
し
、
ま
た
同
じ
よ
う
な

被
ば
く
を
し
て
も
何
も
起
き

な
い
人
も
い
ま
す
。
だ
か
ら

原
因
は
不
明
と
さ
れ
、
健
康

被
害
は
認
め
ら
れ
な
い
な
ど

と
さ
れ
ま
す
。
放
射
性
物
質

は
環
境
放
出
し
て
安
全
な
は

ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
洋
放

出
絶
対
反
対
で
す
。
（
Ｋ
）

盛
岡
で
も
講
演
を
行
っ
た
ア

レ
ク
セ
イ
・

ヤ
ブ
ロ
コ
フ
博
士

は

「
人
類
を
は
じ
め
と
す
る
哺

乳
動
物
に
比
べ
て
世
代
交
代
の

速
い
微
生
物
に
現
れ
て
い
る
重

大
な
変
化
は
、
他
の
生
物
種
の
健

康
と
生
存
に
と
っ
て
吉
兆
で
は

な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

『
汚
染
水
海
洋
放
出
の
争
点
』

と
題
す
る
こ
の
本
は
、
「
コ
ロ
ナ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
け
る
真
の

問
題
」
と
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
放
射
性
物
質
の
影
響
な
ど

生
命
環
境
汚
染
の
問
題
を
論
じ

て
い
ま
す
。

ト
リ
チ
ウ
ム
の
ベ
ー
タ
線

「
ト
リ
チ
ウ
ム
は
弱
い
ベ

ー
タ
線
を
出
す
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
弱
く
飛
距
離
も
短
い
。

だ
か
ら
水
で
希
釈
す
れ
ば
安

全
」
と
の
言
説
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
ト
リ
チ

ウ
ム
が
人
体
に
入
っ
た
場
合

の
「
内
部
被
ば
く
」
を
無
視

し
た
非
科
学
的
な
議
論
で
す
。

ベ
ー
タ
線
の
飛
距
離
は
ヒ
ト

の
細
胞
の
大
き
さ
よ
り
短
い

こ
の
本
に
は
、
人
体
の
細

胞
の
大
き
さ
と
ト
リ
チ
ウ
ム

の
ベ
ー
タ
線
の
飛
距
離
（
飛

跡
）
を
比
較
し
た
想
定
図
が

三
三
頁
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
人
の
細
胞
の
大
き
さ
は
６

～
２
５μ

ｍ(

注

ミ
ク
ロ
ン
：

千
分
の
一
ミ
リ
㍍

）
で
あ
る
が
、

ト
リ
チ
ウ
ム
ベ
ー
タ
線
の
飛

跡
は
細
胞
内
で
は
最
大
で
７

μ

ｍ
、
平
均
で
１μ

ｍ

」
。

何
と
ト
リ
チ
ウ
ム
の
ベ
ー
タ

線
の
飛
距
離
は
人
体
の
細
胞

よ
り
も
小
さ
い
の
で
す
。
こ

の
本
で
は
、
こ
の
こ
と
は
「
ト

リ
チ
ウ
ム
ベ
ー
タ
線
が
ほ
ぼ

一
つ
の
細
胞
内
に
収
ま
る
こ

と
、
放
射
線
の
破
壊
的
影
響

も
ま
た
一
個
の
細
胞
の
中
に

集
中
的
に
生
じ
る
こ
と
を
意

味
す
る
」
と
し
、
だ
か
ら
こ

そ
危
険
と
し
ま
す
。

ト
リ
チ
ウ
ム
ベ
ー
タ
線
の
崩

壊
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
弱
く
な
い

「
ベ
ー
タ
線
は
弱
い
」
と

い
う
点
に
つ
い
て
こ
の
本
は

反
論
し
ま
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム

ベ
ー
タ
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

最
大
で
１
８
・
６
キ
ロ
電
子

ボ
ル
ト
、
平
均
５
・
７
キ
ロ

電
子
ボ
ル
ト
。
こ
れ
は
「
弱

い
」
ど
こ
ろ
か
、
細
胞
内
有

機
化
合
物
の
結
合
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
、
数
電
子
ボ
ル
ト
に
比

べ
る
と
「
キ
ロ
」
が
付
く
分

だ
け
桁
違
い
に
大
き
く
、
細

胞
内
の
結
合
な
ど
簡
単
に
切

断
出
来
る
と
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
人
体
の
み
の
話

で
は
な
く
、
地
球
の
全
生
物

に
及
ぶ
問
題
で
す
。
生
物
は

沢
山
の
水
素
や
炭
素
等
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
水
素

の
同
位
体
で
あ
る
ト
リ
チ
ウ

ム
は
水
素
と
入
れ
替
わ
り

「
有
機
結
合
ト
リ
チ
ウ
ム
」

を
形
成
し
、
食
物
連
鎖
等
に

よ
り
生
態
系
を
循
環
し
ま
す
。

人
工
ト
リ
チ
ウ
ム
の
蓄
積

人
類
は
今
や
自
然
界
が
作

り
出
す
量
に
匹
敵
す
る
だ
け

の
人
工
ト
リ
チ
ウ
ム
を
、
こ

れ
ま
で
の
核
実
験
で
放
出
し

さ
ら
に
原
発
稼
働
に
よ
っ
て
、

毎
年
毎
年
、
生
産
し
続
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
生
命
環
境

に
混
乱
を
与
え
、
危
険
を
も

た
ら
す
こ
と
で
す
。
こ
の
本

は
放
射
性
汚
染
水
の
海
洋
放

出
に
つ
い
て
論
ず
る
上
で
必

読
の
本
で
す
。

（
尚
）

唐津市

人口１０万人当

たり（厚生労働省

人口動態統計より）

1998～

2002 の

平均(人）

2003～

2007 の

平均（人）

全国平均 5.4 5.8

佐賀県全体 8.3 9.2

唐津市保健所管内 12.3 15.7

玄海町 30.8 38.8

玄海町

『
汚
染
水
海
洋
放
出
の
争
点
』
緑
風

出
版

遠
藤
順
子
氏
レ
ポ
ー
ト

（佐賀県）

市


